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2023年 11月 07日（火）【外為Ｌａｂ】松田哲 

タイトル：【日米の金融政策】 

 

先週（2023年 10月 31日）の日銀金融政策決定会合では、ＹＣＣ（イールドカーブ・コン

トロール）を、さらに柔軟に運用する、と発表された。 

 

今までは、10年金利を、1.0％を「目処」として、厳格にコントロールする、だったが、こ

れからは、機動的なオペで金利操作を行う、とした。 

 

つまり、1.0％を超える金利上昇を、事実上認める、ということ。 

 

しかしながら、1.0％アラウンドが上限近辺であり、あまり大きな変更とは判断できない。 

 

実質的に見れば、金融政策は、ほとんど現状維持と考えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

先週（2023年 10月 31日）の日銀金融政策決定会合での金融政策に、大きな変化が無かっ

たので、大局での「ドル高円安トレンド」に変化は無い、と考えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

そして、先週（2023年 10月 31日、11月 1日）のＦＯＭＣでは、政策金利据え置きを決定

した。 

 

2会合連続での政策金利据え置き（＝利上げ見送り）。 

 

ただし、パウエル議長は、インフレが進行する場合は、再度利上げする可能性にも言及した。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

しかし、ＦＯＭＣでの 2会合連続での政策金利据え置きで、マーケット（外国為替市場）に

は、米国金利の「打ち止め感」が出ているようです。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
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先週（2023年 11月 3日）の米国雇用統計では、非農業部門雇用者数（ＮＦＰ）が、事前予

想+19.0万人に対して、結果は+15.0万人と悪かった。 

 

失業率の事前予想 3.8％に対して、結果は 3.9％と、これも悪化を示した。 

 

米国が追加利上げに向かう可能性が低くなった、という思惑で、米国長期国債が買われた

（＝米国長期金利が低下した）。 

 

この米国雇用統計で、マーケット（外国為替市場）は、「ドル売り円買い」に反応した、と

言えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

先週（2023年 11月 3日）の米国雇用統計で、マーケット（外国為替市場）は、米国金利の

「打ち止め感」をますますもてはやす可能性もあります。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

しかし、個人的な見解ですが、仮に、米国が、年内の追加利上げを見送ったとしても、その

金利水準が、高止まりを続けるような金融政策を維持するだろう、と考えます。 

 

インフレの鎮静化がはっきりと確認できるまで、パウエル議長は、スタンスを変えないだろ

う、と推察します。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

（2023年 11月 07日東京時間 14：40記述） 


